
















残念ながら会見の機を逸した。ケンブリッジ大学の Nicholas Kaldor 
教授についても同様である。）， フランスではパリの lnstitutNationale 
de la Statistique et des Etudes Econom1ques(Edmond Malinvaud 
所長、 JC. Milleron教授），西ドイ 7ではボン大学（WilhelmKrelle教
授， EgbertDierker教授， PeterSchOnfeld教授），スイスではローザ
ンヌ大学（FirminOules教授），オーストリアではウィーン大学（Wil-
helm Weber教授， ErichW. Streissler教授），工業大学計量経済学
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研究所lnstitutfur 6konometrie, Technische Univers1tiit (Ger-
hard Tintner教授および数人の若い研究者）， lnstitut ftir Hohere 
Studien (Gerhard Schwodiauer R庁長）およびI!AS Aの名で主目ら
れるInternationalInstitute for Applied Systems Analysis(Roger 































































































































所（lnstitutfilr Hohere StudienあるいはInstitutefor Advanced 
Studies）が設立されたことである。この研究所は，経験的および数学
的方法をとくに重視して社会科学の研究と大学院教育にたずさわるもの
であるが，毎年外国から著名在学者を訪問教授として招聴し，活発な活
動をつづけている。研究所には，経営学及びオベレーションズ・リサー
チ，経済学，数学的方法及びコンピューター・サイエンス，政治学，社
会学の5つの部門があり，経済学部門では，現在，貨幣経済学，所得分
配，計量経済学的方法とモデjレ，の3問題をとりあげているが，ここで
はボン大学と同様，米英の経済学を全面的にとり入れ，数学的・計量的
経済学研究を直々と推進させている。
筆者が所長のシュヴェーデイアウア一博士と面談して受けた印象は，
ポン大学で受けた印象と類似するものがあった。オーストリ7もまた，
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西ドイツとともに長らく学界の第一線から遠ざかっていたためか，いま
や新興の意気に燃えて世界の経済学に伍しようとする強い気構えを見せ
ている。この研究所もそうであるが，その刊行物は，ボン大学と同じく，
英語で書かれたものが多い。ヨーロ yパの経済学は，米英経済学と同ヒ
地盤，同じ問題意識を持ち，英語が共通語と >d:りつつあるというのが私
の印象であった。
スイスのローザンヌ大学は，新古典派経済学の始祖ワJレラスを生んだ
由緒ある大学であるにもかかわらず，現在では過去の栄光から距たるこ
と遠い。現在のワルラス講座の保持者〔ワルラスから算えて4代目〕のフィ
ルマン・ウーレス教授は，ワルラス・パレートのローザンヌ学派を第1ロー
ザンヌ学派（PremぬreEcole de Lausanne）と呼ぴ，みずからを新ロ
ーザンヌ学派（NouvelleEcole de Lausanne）と名づけるが、教授が
関心をもつのはむしろワルラスの政策的側面であって，教授は経済計画
や経済民主主義という観点からワルラスを見直そうとしている。しかし
この新ローザンヌ学派は殆ど世界の学界の注目を惹いていない。ワJレラ
スについてはその主要業績が一般均衡理論という理論領域にあり，その
政策的見解は従来軽視されてきたからである。ローザンヌ大学が，今日，
ワJレラス・パレートの業績を継承するすぐれた理論的成果をあげていな
いのは惜しまれる。筆者はウーレス教授の厚遇を受け，ワルラスが最後
に住んだレマン湖畔のクラランの町に案内され，また伝記的資料として
は多くのことを教えられたけれども，ローザンヌ大学が，経済理論に関
する限り，風光明娼な湖畔に眠っているように思われたことは残念であ
った。ただし，将来ワJレラスの経済政策的思想が見直されるときが来れ
ば，ウーレス教授や同僚の7 ）レセル・ボソン教授のワルラス研究があら
ためて評価される日が来るかもしれない。
ローザンヌ大学の図書館は， FondsWalrasの名の下にワルラスの膨
大な書簡とその関連資料を保有している。その重要部分はすでにアメリ
カのジャッブェ教授により 3巻の書簡集として刊行されたが，経済学史
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家によって利用されるべきなお幾多の資料が未発掘のままに残されてい
るように見受けられた。
][ 
筆者の面接した各国の学者から，とくに重視すべき経済学の問題点を
具体的にきくことはできなかった。ポン大学のように，抽象度の高い純
粋理論の数学的彫琢を依然として追求していこうとする立場もあるが，
総ピていえば，声高いイギリスの新ケインズ派の主張には納得せず，ま
たマルクス経済学にも組せず，現代経済学の基本型である新古典派理論
を，新らしい局面に適応するように修正，拡張，発展させる努力をつづ
けるべきだと考える人が多かったと品、もう。とりあげられている問題は，
公共財を含む理論モデルの構築，貨幣理論，失業理論の再検討，情報理
論の摂取，不均衡論の一般的分析，予想やリスクの理論的分析等々であ
って，経済学者たちは個々の問題を地道に掘下げていくことで，経済学
の地平をひろげ，その有効性をとり戻そうと努めている。彼等は経済学
の“危機”を絶叫せず，静かに着々と仕事をつづけているのである。ヨ
ーロッパの経済学は，多少の地域差があるにせよ，いまや共通の地盤に
立って共通の問題にとり組んでいる。その意味では，経済学は自然科学
と同じような「客観性」をもちつつあるといってよいであろう。
追記本稿は1977年11月25日Ic U社会科字研究所主催の講演を要約したものであ
る。
